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市民活動センターの２１年目の活動がスタート 

             スタッフの想いを乗せて 

 

１月の展示コーナー 

市民交流スペ

ース内の「展示

コーナー」で

は、個人・団体

の活動の紹介や

作品展を行うこ

とができます。

申込み方法につ

いては、大和市

民活動センター

までお問い合わ

せください。 

 

土曜アートサークル（月 2回 土曜日午後に活動。小学生・幼児対象） 

 

2 月 16 日は大和市民活動センター設立 20 周年の重みを知る一日

になりました。 

設立当時のメンバーや市職員の方にもお越しいただき、ご都合がつか

なかったけれど記念誌にメッセージを寄稿してくださった方々、これまで

にお世話になった諸先輩など、多くの方々の支えがあり、センターが 20

周年を迎えられたことに感謝しています。センターのモットーである「共育

（ともいく）」はその思想と理念はもとより、言葉としても素晴らしいものと誇

りに思っていますが、「しゃべり場」ではパネリストの方々のお話と参加者と

の質問の応答を聞きながら「共に育つ」というフレーズが何度も浮かび、

あらためてその言葉の意味を噛みしめました。それぞれ活動の内容は違

っても、想いは共通していると感じる場面もあり、今後は団体同士が繋が

ることで新しい展開への期待が高まる思いがしました。また、今回は短大

生と高校生にボランティアとして参加してもらい“小学生のしゃべり場“の

お姉さん、お兄さん役、会場の設営役として参加しました。若い世代の

感性に触れることで、私たちの視野が広がる可能性も大いに感じていま

す。市民活動の中間支援組織としてセンターが今後どのように支援でき

るか”あの手この手“で知恵を持ち寄り考えていきたいと思っています。 

スタッフ 辺見 弥生 

 
多くの資料・データをもとに 20 年記念誌を作りました。集計しながら驚きの

連続です。来館者は夜間も含めたら約大和市の人口 20 数万に達するでしょ

うか… 会議室使用は 1,500 件、印刷機は自分達の業務使用も含めると

10,000 回の稼働です。共育セミナーは 100 回を超え、FM やまとは 500 回

に近づく記録が並びます。参加者、関係者そして調整役で苦労された担当者

の顔が浮かんできます。皆さんのご苦労を振り返って、講演者の名前、タイト

ルを見たら当時の様子が頭に浮かんでくるのでは？と長い一覧表を作って 

載せてみました。                    スタッフの長♪ 望月則男 

 

益永さんのお話を聞き、いつの時代にも子どもたちは元気で可能性を持っていることを確

信しましたが、石井さんのお話では 15～19 歳の大事な時期に支援が届いていない。『あっ

てもなくてもよいものがない』『信頼貯金を溜める』とも。高城さんは、学生は『思い』がベース

で『この事業を継続して欲しい』ということではつながらない。まずは関係性作りからと話された

が、今は作りにくいかも知れないがこれはどの時代でも同じであろう。 

若者に実力を発揮してもらうために、私にできることはあるか？ それは何もない。 

しかし、応援をしていることは伝えたいと思った有意義な会でした。  スタッフ 櫻井美紀子 

★２０周年おめでとうございます。市民活動センター最高です  ☆おもしろそー行ってみたい（多分）  ★望月さんが描かれたイラスト、素晴らしい！私たちの

サークルのマスコットも描いていただきました  ★がんばっているすがたや楽しくしている絵があってすてきだと思いました。私がすきな絵はひまわりの絵です 

（２０周年おめでとう！）  ★２０周年おめでとう♬ FMやまとに出演される団体の魅力を伝える素敵な漫画、ありがとうございます。いつも温かく、ユーモアあ

ふれるタッチで描かれる物語を楽しみにしています♩   ★５００回に向けて多くの方々に届きますように  ★継続は力なり！２０周年ですか、スゴい ★絵が

上手でいいと思います  ★いろんな日にいろいろなものがかいてあり、すごいと思います!!  ★え かわいいし、え うまいし、すごすぎなんだけど ★イラストが

分かり易くて良い！２０年おめでとうございます  ★すごい！！ ★わーお  ★可愛い きれい  ★すご  ★これはすごい 本にしてみんなでみましょう   

★すげー!! ヤバ！！ ★絵うま！  ★びっくりしました  ★もう２０周年なのがびっくりしました  ★すごすごすごすごすごすご ＦＭやまと！  

去る 2月 16日（日）に、市民活動センターの 1階市民交流スペースにおいて、「わたしの居場

所、こども・わかものまんなか社会ってなに？」をゲストスピーカーに、「認定特定非営利活動法

人 NPOサポートちがさき」代表理事益永律子さん、「特定非営利活動法人アクションポート横

浜」代表理事高城
たかじょう

芳之さん、特定非営利活動法人パノラマ理事長石井正宏さんをお招きし

て、それぞれの活動のエッセンスをお話し頂きました。集まった 45 名でその体験、思いを共

有する時間となりました。今号では、その日の模様を写真と スタッフのコメントで振り返るととも

に、21 年目も継続して事業を展開していくにあたり、「活動の拠点」として果たすべき使命を

表明する場としたいと思います。 
 

大和市民活動 20周年記念交流会（しゃべり場）開催！ 

 

 
 

スタートから参加者のみなさんが誕生日順に並んで、カードゲームで自

己紹介を行うなど、堅苦しい記念式典とは全く違って、市民活動センタ

ーらしくて面白いなと思わず微笑んでしまいました。 

子どもたちのイジメ問題や、NPO 法人パノラマの大和市東高校の生徒へ

の朝食の提供活動など、大変興味深いお話しもありました。また、皿回し

の大道芸や童謡の会のみんなと合唱するなど、大変バラエティーに富ん

でいて「しゃべり場」は、これまでの２０年の歴史を振り返り、また新しい一

歩を踏み出すために、みんなの気持ちが一体となりました。  
スタッフ 白井 博 

 

やまとっこ☆みつけた～に出演団体のイラスト展に 

寄せれた応援メッセージ ↓ 

昨年 2 月に開催した共育セミナー「こども・わかもの参画 地域活動拠点に求められるも

の」で、大和市民活動センターは『こども・わかものの居場所』としてどのように役割を果たして

いくべきか考え、6月より月 2回「市民交流カフェ」をオープンしました。 

棘が刺さったから抜いてほしい、ここには夜の 9 時までいるんだよ、とか、うちのお兄ちゃんな

んだけど、など、日常のちょっとしたできごとや悩みを話し始めています。 

途中で習い事に行き、また戻ってくるなど、カフェのない時も市民交流スペースがこどもたちの

居場所となっていることを実感しています。 

今回の（しゃべり場）を企画するに当たり、こどもたちにも招待状を配りました。何人参加して

くれるか心配でしたが、ワークショップに参加してくれたこどもたちやカフェで覚えた皿回しを披

露した子がいました。詩吟を吟じた高校生もいました。こどもたちが自分で考え動き、未来を創

る自分のチカラに気づくように（ちがさき・さむかわ こどもファンド）、 私の‘やりたい’を翻訳する

（アクションポート横浜）。そして、すべての人をフレームイン！できる社会を創る（パノラマ）。 

ゲストたちのメッセージを胸に、これからも家族や先生以外の大人として、こどもたちと関わっ

ていきたいと考えています。                          スタッフ 関根孝子 

 

 

（アクションポート横浜：高城さんと望月） （サポートちがさき益永さん） 

ラッキーさんと市民交流カフェで、いとも簡単に皿回しをマスターした小学生男子 

（パノラマ石井さん。アコギ

で「やまひが応援歌」を唄う 

当日、開始直後の「自己紹介ゲーム」みなさん、気持ちよく参加してくれました 

「いま、わたしが関心があること、こうなったらいいなとおもうこと」ワークショップ。

写真にはいないけど、小学校 6 年男子２人も参加してくれました。話題は、周囲で

いじめにあっている子の話に。 

こどもワークショップの内容を報告する高校生。やまと起業家

支援スペースＲigel で活動する人も加わり、市民交流スペース

らしい、開放的で自由な空間ではじめての事業になりました 

当日は、ドリンクと 

お菓子も用意 

みんなで、意見交換できたかな？ 

当日、居合わせた 6年生たち。このサークルも卒業らしい 

この頁編集 船越英一 

自由気ままにイラストを描き続ける、われらがボスの「もっちい」 

今日も、あの手この手のイラスト、FMやまとの出演者を描き続けます 

わたしの居場所、こども・わかもの 

      まんなか 社会って なに？ 


